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大峯所長をはじめ、分子研の皆様に

は、大変お世話になりました。本当に

ありがとうございました。分子研で充

実した日々を過ごすことができたこと

を感謝申し上げます。岡崎を離れて数ヶ

月が経ち、分子研スタイルにフィット

していた私自身は再び大学スタイルを

取り戻しました。キャンパスに多数の

学生が闊歩する光景、人波の中での電

車通勤にも慣れて、日常化しています。

分子研赴任当時のことを思い出しなが

ら、研究室セットアップや体制づくり

に取り組んでいるところです。

あの頃。まだ三十代だった私は、分

子研で新しくグループを率いる機会を

与えられました。それまでずっと大学

で過ごしてきた私にとって、研究所の

雰囲気、流儀はとても新鮮でした。研

究室整備は、所長から十分なサポート

をいただいて予想以上に迅速に進み、

「研究所の威力」を実感しました。はじ

めは3名でスタートしたグループ規模

も、年毎に大きくしていくことができ

ました。加えて、私を強く後押しして

くれたのは、分子研が持つ「オリジナ

リティの追求」への強い姿勢です。分

子研に赴任した4月にまず臨んだヒア

リングは印象的でした。大峯所長が分

子研PIを集めて、各々の研究グループ

の研究方針等を討論する場です。そこ

で交わされる議論の中で、個々の研究

者が持つ独特の感性を色濃く反映させ

ながら取り組むことが最優先で尊重さ

れていることを強く実感しました。こ

の良き分子研の追求姿勢は、よく「分

子研の伝統」で説明されがちです。し

かし、私自身、分子研に身を置いてよ

くわかったことは、決して伝統だけで

はないということです。所長、教授を

はじめとする現役メンバーによる努力

によってこの姿勢がつくり出され、科

学の不断の進歩を担っています。私も、

この姿勢に後押しされ、思い切った研

究を進めることができたと思います。

分子研に赴任後、私自身のキャリアに

おける代表的成果のひとつになるであ

ろう成果も論文発表できました。同僚

にも恵まれました。特に、私は、同時

に三名の教授が着任したうちの一人で

あったこともあり、同じ世代の同志が

いたことは幸運でした。

今、大学に戻り、再び研究と教育を

両立させる立場に復帰した私にとって、

私自身の研究をさらに推し進めるとと

もに、将来のある有為な若者たちをい

かに導くことができるかが、これから

の大きな課題であり目標です。化学の

道を志し、これまで幸いにも第一線で

研究する機会を得てきました。大学で

新しいスタートを切り、私の「ゆめ」

は続いています。
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分子研での私の日々は、何よりその

包容力に支えられてのものでした。ご

存知の方もおられるかと思いますが、

分子研への着任にあたり、私は研究分

野を大きく変える決断をしています。

新しい環境というのは、期待と不安に

満ちたものであることは常ですが、当

時は周囲を飛び交う用語がまるで魔法

の言葉に聞こえるような有様でしたか

ら、緊張も強く、悩むことも多くあり

ました。そんな私にとって、分子研の

多面性 ＜バイオ関連の先端的な環境に

囲まれながらも、ふとしたおりにバッ

クグラウンドである錯体化学に触れ合

うことができる＞ には、多様な存在

を受入れ、時に厳しくも励ます包容力

を感じました。分子研が誇る920MHz 

NMR装置を震えながら触った日々や、

施設見学者を前に大見得を切ったこと

は、今ではよい思い出です。

また、所内の異分野交流はもちろん、

統合バイオの活動を通じて得た生理

研や基生研との交流、さらには天文台、

核融合研の知り合いもでき、これらは

大きな財産となりました。分子科学に

深く向き合うとともに、幅広く自然科

学への門戸を開く。現在の分子研の大

きな魅力ではないかと思っています。

分子研での思い出と言えば、国際交

流についても欠かせません。アジアコ

ア事業やJENESYSプログラム（JSPS

事業「若手研究者交流支援事業～東ア

ジア首脳会議参加国からの招へい～」）

など、様々なプロジェクトで大変お世

話になりました。多国籍な研究員や総

研大生に囲まれ、多くの友人に恵まれ

ました。

新任地である北陸先端大は、総研大

と同様の大学院大学であり、学生集め

が重要課題となっています。国内はも

ちろん、先だっては中国へ、年明けに

はインドへ、大学間連携の行事で訪問

します。国際交流はますます広がって

いきそうです。

加藤晃一教授はじめ、本当に多くの

方に支えられ、感謝は述べきれません。

今後とも、どうぞよろしくお願い致し

ます。
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寒さが苦手なので、初めての北陸の冬を心配しながら過ごす今日このごろです。

北陸先端科学技術大学院大学　マテリアルサイエンス研究科　准教授
（前　生命・錯体分子科学研究領域　助教）山口 拓実

分子研の包容力

分子研を去るにあたり

覧古考新02 1971年

化学の進歩に基いて、今日ではおよそ二百万種にのぼる分子が知られるに至りました。それらの分子は、われわれ
が日常経験する物質のみでなく、広く生物体の組織をも含んだ諸物質の機能を担う根源とみなされるものでありま
す。すなわち分子は、物質の単なる「成り立ち」を意味するものとしてではなく、その「働きの生ずる機構」として
認識されるに至りました。それ故、直接個々の分子に肉迫して分子のもつ機能を探求し、その可能性を開発すること
を目的とする「分子科学」が重視されるに至ったのは当然のことであります。
分子科学はその言葉自身が新らしいように、実は物理学と化学を土台として発展した比較的新らしい科学の分野で
あります。しかし、物質科学の将来を予見するならば、そのなかで占める分子科学の役割は極めて大きいものとなる
でありましょう。それのみでなく生物科学の将来に対して、分子科学の方法は大きな貢献をすることでありましょう。
それ故われわれは、分子科学の発展をはかり研究者の育成につとめることを重大な責務と考えております。
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